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(57)【要約】
【課題】マスクの装着が被検者に与える不快感を抑制す 
る。
【解決手段】クッション部材５は、被検者の鼻と口の少 
なくとも一方を覆う空間を区画するマスク本体の周縁部 
に沿って延びる。クッション部材５は、第一領域５１と 
第二領域５２を含んでいる。第一領域５１は、マスク１ 
の装着時において被検者の顔面に接する部分を含んでい 
る。第二領域５２は、第一領域５１とマスク本体２の間 
に位置している。第一領域５１の表面は、第二領域５２ 
の表面よりも高い非粘着性を有している。第二領域５２ 
は、前記空間を透視可能な透明性を有している。顔面の 
左右方向に対応する側方から見た第一領域５１の輪郭形 
状は、一対の凸部と当該一対の凸部に挟まれた凹部を有 
している。前記側方から見た第二領域５２の輪郭形状は 
、前記一対の凸部に対応する一対の凹部と当該一対の凹 
部に挟まれて前記凹部に対応する凸部を有している。
【選択図】図４

審査請求　有　請求項の数　7　　ＯＬ　（全6頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 被 検 者 の 鼻 と 口 の 少 な く と も 一 方 を 覆 う 空 間 を 区 画 す る マ ス ク 本 体 と 、
　 前 記 マ ス ク 本 体 の 周 縁 部 に 沿 っ て 延 び る ク ッ シ ョ ン 部 材 と 、
を 備 え て お り 、
　 前 記 ク ッ シ ョ ン 部 材 は 、
　 　 装 着 時 に お い て 前 記 被 検 者 の 顔 面 に 接 す る 部 分 を 含 む 第 一 領 域 と 、
　 　 前 記 第 一 領 域 と 前 記 マ ス ク 本 体 の 間 に 位 置 す る 第 二 領 域 と 、
を 含 ん で お り 、
　 前 記 第 一 領 域 の 表 面 は 、 前 記 第 二 領 域 の 表 面 よ り も 高 い 非 粘 着 性 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 二 領 域 は 、 前 記 空 間 を 透 視 可 能 な 透 明 性 を 有 し て お り 、
　 前 記 顔 面 の 左 右 方 向 に 対 応 す る 側 方 か ら 見 た 前 記 第 一 領 域 の 輪 郭 形 状 は 、 一 対 の 凸 部 と  
当 該 一 対 の 凸 部 に 挟 ま れ た 凹 部 を 有 し て お り 、
　 前 記 側 方 か ら 見 た 前 記 第 二 領 域 の 輪 郭 形 状 は 、 前 記 一 対 の 凸 部 に 対 応 す る 一 対 の 凹 部 と  
当 該 一 対 の 凹 部 に 挟 ま れ て 前 記 凹 部 に 対 応 す る 凸 部 を 有 し て い る 、
マ ス ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 側 方 か ら 見 た 前 記 第 一 領 域 と 前 記 第 二 領 域 の 境 界 は 、 前 記 一 対 の 凸 部 に 対 応 す る 一  
対 の 凹 部 と 当 該 一 対 の 凹 部 に 挟 ま れ て 前 記 凹 部 に 対 応 す る 凸 部 を 有 し て い る 、
請 求 項 １ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 一 領 域 の 表 面 は 、 凹 凸 面 を 形 成 す る 加 工 が 施 さ れ て い る 、
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 一 領 域 の 表 面 は 、 シ ボ 加 工 ま た は エ ン ボ ス 加 工 が 施 さ れ て い る 、
請 求 項 ３ に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 一 領 域 の 表 面 は 、 フ ッ 素 コ ー テ ィ ン グ が 施 さ れ て い る 、
請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 一 領 域 お よ び 前 記 第 二 領 域 は 、 シ リ コ ン ま た は 塩 化 ビ ニ ル か ら な る 一 体 成 型 品 で  
あ る 、
請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の マ ス ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 マ ス ク 本 体 は 、 前 記 空 間 を 透 視 可 能 な 透 明 性 を 有 し て い る 、
請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の マ ス ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 人 工 呼 吸 の 補 助 の た め に 被 検 者 あ る い は 患 者 の 顔 面 に 装 着 さ れ る 医 療  
用 の マ ス ク に 関 連 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 こ の 種 の マ ス ク を 開 示 し て い る 。 当 該 マ ス ク は 、 中 央 部 材 と ベ ー ス 部 材  
を 備 え て い る 。 中 央 部 材 は 、 被 検 者 の 鼻 と 口 を 覆 う 空 間 を 区 画 し て い る 。 ベ ー ス 部 材 は 、  
中 央 部 材 の 周 縁 部 に 沿 っ て 延 び て い る 。 ベ ー ス 部 材 は 、 被 検 者 の 顔 面 の 湾 曲 に 追 従 す る よ  
う に 当 接 可 能 な 伸 縮 可 撓 性 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ２ １ １ ２ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た マ ス ク の ベ ー ス 部 材 は 、 被 検 者 の 顔 面 に 対 す る 高 い 密 着 性 を 提  
供 す る こ と に よ り 、 空 気 漏 れ を 防 止 し て い る 。 し か し な が ら 、 そ の よ う な 高 い 密 着 性 は 、  
特 に マ ス ク の 装 着 が 長 時 間 に 及 ぶ 場 合 に お い て 、 被 検 者 に 不 快 感 を 与 え る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 マ ス ク の 装 着 が 被 検 者 に 与 え る 不 快 感 を 抑 制 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め の 一 態 様 は 、 マ ス ク で あ っ て 、
　 被 検 者 の 鼻 と 口 の 少 な く と も 一 方 を 覆 う 空 間 を 区 画 す る マ ス ク 本 体 と 、
　 前 記 マ ス ク 本 体 の 周 縁 部 に 沿 っ て 延 び る ク ッ シ ョ ン 部 材 と 、
を 備 え て お り 、
　 前 記 ク ッ シ ョ ン 部 材 は 、
　 　 装 着 時 に お い て 前 記 被 検 者 の 顔 面 に 接 す る 部 分 を 含 む 第 一 領 域 と 、
　 　 前 記 第 一 領 域 と 前 記 マ ス ク 本 体 の 間 に 位 置 す る 第 二 領 域 と 、
を 含 ん で お り 、
　 前 記 第 一 領 域 の 表 面 は 、 前 記 第 二 領 域 の 表 面 よ り も 高 い 非 粘 着 性 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 二 領 域 は 、 前 記 空 間 を 透 視 可 能 な 透 明 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 非 粘 着 性 が 相 違 す る 第 一 領 域 と 第 二 領 域 を 有 す る ク ッ シ ョ  
ン 部 材 を 備 え た マ ス ク が 提 供 さ れ る 。 被 検 者 の 顔 面 に 接 す る 部 分 を 含 む 第 一 領 域 は 相 対 的  
に 高 い 非 粘 着 性 を 有 し て い る の で 、 マ ス ク の 装 着 が 被 検 者 に 与 え る 不 快 感 を 抑 制 で き る 。  
加 え て 、 マ ス ク 本 体 の 周 縁 部 に 沿 っ て 延 び る ク ッ シ ョ ン 部 材 の 一 部 で あ る 第 二 領 域 が マ ス  
ク の 内 部 を 透 視 可 能 な 透 明 性 を 有 し て い る の で 、 マ ス ク 本 体 よ り も 被 検 者 の 顔 面 に 近 い 部  
分 を 通 じ て 、 例 え ば 側 方 か ら で も マ ス ク の 内 側 を 視 認 で き る 。 こ れ に よ り 、 マ ス ク の 装 着  
中 に お け る 被 検 者 の 不 快 感 を 抑 制 し つ つ も 、 医 療 従 事 者 に よ る 目 視 確 認 を 支 援 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に 係 る マ ス ク の 外 観 を 示 し て い る 。
【 図 ２ 】 図 １ の マ ス ク の 使 用 例 を 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 図 １ の マ ス ク を 構 成 し て い る マ ス ク 本 体 と ク ッ シ ョ ン 部 材 を 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の ク ッ シ ョ ン 部 材 の 外 観 を 側 面 視 で 示 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 添 付 の 図 面 を 参 照 し つ つ 、 実 施 形 態 の 例 に つ い て 以 下 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 、 一 実 施  
形 態 に 係 る マ ス ク １ の 外 観 を 示 し て い る 。 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 マ ス ク １ は 、 被 検 者 の  
顔 面 に 装 着 さ れ る 。 マ ス ク １ は 、 例 え ば 人 工 呼 吸 の 補 助 の た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 マ ス ク １ は 、 マ ス ク 本 体 ２ を 備 え て い る 。 マ ス ク 本 体 ２ は 、 被 検 者 の 鼻 と 口 を 覆 う 空 間  
を 区 画 し て い る 。 マ ス ク 本 体 ２ は 、 当 該 空 間 を 透 視 可 能 な 透 明 性 を 有 す る 材 料 に よ っ て 形  
成 さ れ る 。 そ の よ う な 材 料 と し て は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト が 例 示 さ れ う る 。 し た が っ て 、 図  
２ に 示 さ れ る よ う に 、 マ ス ク １ が 装 着 さ れ た 被 検 者 を 正 面 か ら 見 る と 、 マ ス ク 本 体 ２ を 通  
じ て 被 検 者 の 鼻 と 口 を 視 認 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 マ ス ク 本 体 ２ は 、 複 数 の ベ ル ト 装 着 部 ２ １ を 備 え て い る 。 図 ２  
に 示 さ れ る よ う に 、 各 ベ ル ト 装 着 部 ２ １ に は ベ ル ト ３ が 装 着 さ れ う る 。 各 ベ ル ト ３ は 、 マ  
ス ク １ を 被 検 者 の 頭 部 に 固 定 す る た め に 使 用 さ れ る 。



10

20

30

40

50

JP 2023-53270 A 2023.4.12(4)

【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 マ ス ク 本 体 ２ は 、 ホ ー ス 接 続 部 ２ ２ を 備 え て い る 。 ホ ー ス 接 続  
部 ２ ２ は 、 マ ス ク 本 体 ２ の 内 部 と 外 部 を 連 通 し て い る 。 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ホ ー ス 接  
続 部 ２ ２ に は 、 給 排 気 用 の ホ ー ス ４ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 マ ス ク １ は 、 ク ッ シ ョ ン 部 材 ５ を 備 え て い る 。 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 ク ッ シ ョ ン 部 材  
５ は 、 マ ス ク 本 体 ２ の 周 縁 部 ２ ３ に 沿 っ て 延 び て い る 。 ク ッ シ ョ ン 部 材 ５ が マ ス ク 本 体 ２  
の 周 縁 部 ２ ３ に 装 着 さ れ る こ と に よ り 、 図 １ と 図 ２ に 示 さ れ る 状 態 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ク ッ シ ョ ン 部 材 ５ は 、 被 検 者 の 顔 面 の 形 状 に 応 じ た 変 形 が 可 能 な 程 度 の 可 撓 性 を 有 し て  
い る 。 ク ッ シ ョ ン 部 材 ５ の 可 撓 性 は 、 マ ス ク 本 体 ２ よ り も 高 い 。 換 言 す る と 、 マ ス ク 本 体  
２ は 、 ク ッ シ ョ ン 部 材 ５ よ り も 高 い 剛 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ と 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ク ッ シ ョ ン 部 材 ５ は 、 第 一 領 域 ５ １ と 第 二 領 域 ５ ２ を 有  
し て い る 。 第 二 領 域 ５ ２ は 、 さ ら に 側 壁 部 ５ ２ １ と 嵌 着 部 ５ ２ ２ を 含 ん で い る 。 第 一 領 域  
５ １ は 、 被 検 者 の 顔 面 に 接 す る 部 分 を 含 ん で い る 。 嵌 着 部 ５ ２ ２ は 、 マ ス ク 本 体 ２ の 周 縁  
部 ２ ３ に 嵌 着 さ れ る 部 分 で あ る 。 側 壁 部 ５ ２ １ は 、 第 一 領 域 ５ １ と 嵌 着 部 ５ ２ ２ の 間 に 区  
画 さ れ る 部 分 で あ る 。 側 壁 部 ５ ２ １ は 、 マ ス ク 本 体 ２ よ り も 被 検 者 の 顔 面 に 近 い 位 置 に お  
い て 、 マ ス ク １ の 内 部 と 外 部 を 隔 て る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 一 領 域 ５ １ の 表 面 は 、 第 二 領 域 ５ ２ の 表 面 よ り も 高 い 非 粘 着 性 を 有 し て い る 。 他 方 、  
第 二 領 域 ５ ２ は 、 第 一 領 域 ５ １ よ り も 高 い 透 明 性 を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 ク ッ シ ョ ン 部  
材 ５ は 、 非 粘 着 性 と 透 明 性 が 相 違 す る 第 一 領 域 ５ １ と 第 二 領 域 ５ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 被 検 者 の 顔 面 に 接 す る 部 分 を 含 む 第 一 領 域 ５ １ は 相 対 的 に 高  
い 非 粘 着 性 を 有 し て い る の で 、 マ ス ク １ の 装 着 が 被 検 者 に 与 え る 不 快 感 を 抑 制 で き る 。 加  
え て 、 マ ス ク 本 体 ２ の 周 縁 部 ２ ３ に 沿 っ て 延 び る ク ッ シ ョ ン 部 材 ５ の 一 部 で あ る 第 二 領 域  
５ ２ が 相 対 的 に 高 い 透 明 性 を 有 し て い る の で 、 マ ス ク 本 体 ２ よ り も 被 検 者 の 顔 面 に 近 い 側  
壁 部 ５ ２ １ を 通 じ て 、 例 え ば 側 方 か ら で も マ ス ク １ の 内 側 を 視 認 で き る 。 こ れ に よ り 、 マ  
ス ク １ の 装 着 中 に お け る 被 検 者 の 不 快 感 を 抑 制 し つ つ も 、 医 療 従 事 者 に よ る 目 視 確 認 を 支  
援 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 具 体 的 に は 、 第 一 領 域 ５ １ の 表 面 は 、 凹 凸 面 を 形 成 す る 加 工 が 施 さ れ て い る 。 本 明 細 書  
で 用 い ら れ る 「 凹 凸 」 と い う 語 は 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う な ク ッ シ ョ ン 部 材 ５ の 輪 郭 形 状 に  
影 響 を 及 ぼ さ な い 程 度 の 大 き さ を 有 す る 凹 凸 を 意 味 し 、 同 図 に 示 さ れ る 湾 曲 し た 輪 郭 に よ  
っ て 形 成 さ れ る よ り 大 き な ス ケ ー ル の 凹 凸 と は 区 別 さ れ る 。 凹 凸 面 を 形 成 す る 加 工 と し て  
は 、 溝 や パ タ ー ン の 形 成 、 シ ボ 加 工 、 エ ン ボ ス 加 工 が 例 示 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 第 一 領 域 ５ １ の 表 面 と 被 検 者 の 顔 面 と の 接 触 面 積 が 減 少 し 、  
第 二 領 域 ５ ２ の 表 面 よ り も 高 い 非 粘 着 性 が 実 現 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 マ ス ク １ の 装 着 に 伴  
う 被 検 者 の 不 快 感 を 抑 制 す る 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 特 に 第 一 領 域 ５ １ に シ ボ 加 工 ま た は エ ン ボ ス 加 工 が 施 さ れ て い る 場 合 、 第 一 領 域 ５ １ の  
表 面 が 被 検 者 の 顔 面 に 対 し て 点 接 触 す る よ う に 構 成 さ れ う る 。 こ れ に よ り 、 被 検 者 の 不 快  
感 を 抑 制 す る 効 果 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 加 え て 、 第 二 領 域 ５ ２ の 表 面 よ り も 高 い  
非 粘 着 性 を 有 す る 第 一 領 域 ５ １ の 表 面 が 、 比 較 的 安 価 な 成 型 技 術 に よ り 容 易 に 形 成 さ れ う  
る 。 結 果 と し て 第 一 領 域 ５ １ の 透 明 性 は 低 下 す る が 、 第 一 領 域 ５ １ よ り も 透 明 性 の 高 い 第  
二 領 域 ５ ２ が 第 一 領 域 ５ １ と マ ス ク 本 体 ２ の 間 に 位 置 し て い る の で 、 医 療 従 事 者 に よ る マ  
ス ク １ の 内 部 の 視 認 性 は 確 保 さ れ う る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 一 領 域 ５ １ と 第 二 領 域 ５ ２ は 、 シ リ コ ン ま た は 塩 化 ビ ニ ル か  
ら な る 一 体 成 型 品 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 マ ス ク １ の 組 み 立 て 作 業 性 が 向 上 す る と と も に 、 第 一 領 域 ５  
１ と 第 二 領 域 ５ ２ の 境 界 位 置 を 精 度 よ く 決 定 で き る 。 特 に 第 一 領 域 ５ １ の 相 対 的 に 高 い 非  
粘 着 性 が 成 形 金 型 の 内 面 に 施 さ れ た シ ボ 加 工 ま た は エ ン ボ ス 加 工 の 転 写 に よ り 得 ら れ る 場  
合 、 製 造 コ ス ト の 抑 制 効 果 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 は 本 発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め の も の で あ っ て 、 本 発 明 を 限 定 す る も  
の で は な い 。 本 発 明 は 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 す る こ と な く 変 更 ・ 改 良 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 一 領 域 ５ １ に 係 る 上 述 の 非 粘 着 性 は 、 凹 凸 面 を 形 成 す る 加 工 以 外 の 手 段 に よ っ て も 実  
現 さ れ う る 。 例 え ば 、 ク ッ シ ョ ン 部 材 ５ の 表 面 に お け る 第 一 領 域 ５ １ に 対 応 す る 箇 所 に フ  
ッ 素 コ ー テ ィ ン グ を 施 す こ と に よ り 、 第 二 領 域 ５ ２ の 表 面 よ り も 高 い 非 粘 着 性 が 実 現 さ れ  
う る 。 こ の 場 合 、 第 一 領 域 ５ １ と 第 二 領 域 ５ ２ の 双 方 が 、 マ ス ク 本 体 ２ に よ り 区 画 さ れ る  
空 間 を 透 視 可 能 な 透 明 性 を 有 す る の で 、 医 療 従 事 者 に よ る マ ス ク １ の 内 部 の 視 認 性 が さ ら  
に 向 上 す る 。 フ ッ 素 コ ー テ ィ ン グ と 凹 凸 面 を 形 成 す る 加 工 を 組 み 合 わ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 あ る い は 、 ク ッ シ ョ ン 部 材 ５ の 表 面 に お け る 第 一 領 域 に 対 応 す る 箇 所 に 、 繊 維 材 料 か ら  
な る シ ー ト が 接 着 さ れ る こ と に よ っ て も 、 第 二 領 域 ５ ２ の 表 面 よ り も 高 い 非 粘 着 性 が 実 現  
さ れ う る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 実 施 形 態 に お い て は 、 マ ス ク 本 体 ２ は 、 被 検 者 の 鼻 と 口 を 覆 っ て い る 。 し か し な  
が ら 、 マ ス ク 本 体 ２ は 、 マ ス ク の 用 途 に 応 じ て 被 検 者 の 鼻 と 口 の い ず れ か を 覆 う よ う に 構  
成 さ れ う る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ： マ ス ク 、 ２ ： マ ス ク 本 体 、 ２ ３ ： 周 縁 部 、 ５ ： ク ッ シ ョ ン 部 材 、 ５ １ ： 第 一 領 域 、  
５ ２ ： 第 二 領 域
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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